





平均出生体重が減少し、非妊娠時の Body Mass 







り、平成 23 年国民健康・栄養調査 2）では 20 代女
性の BMI18.5 以下が 21.9％となっている。やせの
女性で妊娠中の体重増加が少なすぎる場合に起こり
やすいリスクには、低出生体重児や SGA（Small 
for gestational age）児などがある 3）。土井ら 4）に
よると非妊娠時 BMI18 未満でも妊娠中の体重増加
が 7㎏未満と 7㎏以上で低出生体重児の発生頻度と




























　結果・考察：対象者 237 名のうち、非妊娠時の BMI 平均は 20.1 ± 2.5 で BMI ＜ 18.5 が 62 人（26.2％）、






Key word: 非妊娠時 BMI（pre-pregnancy body mass index）、出産時の妊婦の理想体重（pregnancy an ideal 
weight at a birth）、妊娠中の体重増加量 (pregnancy weight gain）、食事バランスガイド（the Japanese 
Food Guide）
初妊婦の食生活の実態と体重増加に関連する要因の検討










































は 30.4 ± 3.9 歳であった。
　妊娠週数は、初期 3 名（1.3％）、中期 221 名
（93.2％）、末期 10 名（4.2％）であった。
　非妊娠時 BMI 平均は 20.1 ± 2.5kg/ ㎡、非妊娠時
体重平均は 50.6 ± 7.5kg であった。非妊娠時 BMI
は「やせ」26.2％、「普通」68.4％、「肥満」3.8％であっ
た。年代別の「やせ」は 20 歳代が 26 人（27.7％）、
30 歳代が 30 人（23.8％）、40 歳代は 0人（0％）であっ
た。平成 23 年度国民健康栄養調査の「やせ」の女
性は 20 歳代が 21.9％、30 歳代が 13.4％、40 歳代
が 7.6％と比較すると、本研究の対象者は「やせ」












　平成 22 年度 Ａ市両親学級参加者で妊娠満 15 ～
35 週の初妊婦（以下妊婦）で研究同意の得られた
237 名。
























































有り 94  39.7
無し 142  59.9











































n % n % n %
合計 20～25 97 40.9 74 31.2 66 27.8
主食 5～7 176 74.2 59 24.9 1 0.4
副菜 6～7 196 82.7 34 14.3 7 3.0
主菜 4～6 106 44.8 111 46.8 19 8.0
乳製品 2 112 47.3 68 28.7 57 24.1
果物 3 225 94.9 10 4.2 1 0.4
　＊各項目で欠損がある場合は、ｎが237に満たない
表７　栄養指導前後の比較（ＳＶ）　　回収できた妊娠中期のみｎ＝96
平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ ｐ値
合計 20～25 14.4 3.4 16.4 3.2 0.000 ＊＊＊
主食 5～7 4.0 1.0 4.2 1.1 0.140
副菜 6～7 4.0 1.8 5.0 1.6 0.000 ＊＊＊
主菜 4～6 3.7 1.8 4.0 1.6 0.179
乳製品 2 1.8 1.2 1.9 1.1 0.399


































不明 2  0.8
産後のスタイル
気になる 216 91.1
気にならない 17  7.2




多い 1  0.4
不明 43 18.1
表３ 非妊娠時ＢＭＩと各項目との比較
ｎ 62 ｎ 162 Ｐ
仕事１）
有り 24 (38.7) 64 (39.5)
無し 38 (61.3) 97 (59.9)
理想体重１）
適切 23 (37.1) 123 (75.9)
不足 29 (46.8) 18 (11.1)
小さく産むこと１）
良い 31 (50.0) 94 (58.0)
良くない 29 (46.8) 59 (36.4)
胎児生活習慣病１）
知っている 28 (45.2) 69 (42.6)
知らなかった 34 (54.8) 91 (56.2)
産後のスタイル１）
気になる 55 (88.7) 151 (93.2)
気にならない 5 (8.1) 9 (5.6)
朝食作りの時間１）
３～15分 25 (40.3) 66 (40.7)
20分以上 37 (59.7) 96 (59.3)
昼食作りの時間１）
３～15分 18 (29.0) 35 (21.6)
20分以上 44 (71.0) 127 (78.4)
夕食作りの時間１）
15～50分 20 (32.3) 50 (30.9)
60分以上 42 (67.7) 112 (69.1)
食事作りの経験１）
あり 28 (45.2) 89 (54.9)
少しあり～なし 34 (54.8) 71 (43.8)
平均食事量（ＳＶ）２） 62 14.9（3.4） 162 14.5(3.4) 0.460




















理想体重が「不足」の妊婦は 2.0 ± 2.2 ㎏の増加
であり、「適切」な妊婦は 3.9 ± 2.3 ㎏と有意（ｐ
<0.001）に増加していた。
　平均食事量では、「不足」の妊婦は 14.1 ± 3.2 サー














表 7 に示す。指導前の食事 SV 数は、全体量が平均
14.4±3.4SV（範囲：7～23）、主食は平均4.0±1.0SV
（範囲：2～ 8）、副菜は 4.0 SV ± 1.8（範囲：0～ 9）、
主菜は 3.7 ± 1.8SV（範囲：0～ 10）、乳製品は 1.8
± 1.2SV（範囲：0～ 6）、果物は 0.9 ± 0.8SV（範囲：
0～ 3）であった。
表4 出産時本人の理想体重と各項目との比較
ｎ 146 ｎ 47 Ｐ
仕事１）
有り 57 (39.0) 21 (44.7)
無し 89 (61.0) 26 (55.3)
小さく産むこと１）
良い 77 (52.7) 29 (61.7)
良くない 63 (43.2) 16 (34.0)
胎児生活習慣病１）
知っている 66 (45.2) 18 (38.3)
知らなかった 79 (54.1) 29 (61.7)
スタイル１）
気になる 137 (93.8) 41 (87.2)
気にならない 8 (5.5) 5 (10.6)
朝食作りの時間１）
３～15分 68 (46.6) 16 (34.0)
20分以上 78 (53.4) 31 (66.0)
昼食作りの時間１）
３～15分 38 (26.0) 9 (19.1)
20分以上 108 (74.0) 38 (80.9)
夕食作りの時間１）
15～50分 45 (30.8) 17 (36.2)
60分以上 101 (69.2) 30 (63.8)
食事作りの経験１）
あり 78 (53.4) 25 (53.2)
少しあり～なし 68 (46.6) 21 (44.7)
平均食事量（ＳＶ）２） 146 14.9（3.6） 47 14.1(3.2） 0.172














不足 適切 不足 適切






















有り 94  39.7
無し 14  59.9











































n % n % n %
合計 20～25 97 40.9 74 31.2 66 27.8
主食 5～7 176 74.2 59 24.9 1 0.4
副菜 6～7 196 82.7 34 14.3 7 3.0
主菜 4～6 106 44.8 111 46.8 19 8.0
乳製品 2 112 47.3 68 28.7 57 24.1
果物 3 225 94.9 10 4.2 1 0.4
　＊各項目で欠損がある場合は、ｎが237に満たない
表７　栄養指導前後の比較（ＳＶ）　　回収できた妊娠中期のみｎ＝96
平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ ｐ値
合計 20～25 14.4 3.4 16.4 3.2 0.000 ＊＊＊
主食 5～7 4.0 1.0 4.2 1.1 0.140
副菜 6～7 4.0 1.8 5.0 1.6 0.000 ＊＊＊
主菜 4～6 3.7 1.8 4.0 1.6 0.179
乳製品 2 1.8 1.2 1.9 1.1 0.399




























２１ ２ 13 5.
２ ２ 88 37.1
３０～３４ 96 4 .5
３５～３９ 37 15.6
40歳以上 0.8
有り 94  39.7
無し 142  5 .9
単身 1  0.4


































60 ～120分 1 60.
　平均 52.9±19.0






n % n % n %
合計 20 25 97 40 9 7 31 2 66 27.8
食 5 7 7 7 2 59 24 9 1 0 4
副菜 6～7 96 82 7 34 14 3 7 3.0
主菜 4～6 106 4 8 111 46.8 19 8 0
乳製品 2 112 47.3 68 28.7 57 24.1
果物 3 225 94.9 10 4.2 1 0.4
　＊各項目で欠損がある場合は、ｎが237に満 ない
表７　栄養指導前後の比較（ＳＶ）　　回収できた妊娠中期のみｎ＝96
平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ ｐ値
合計 20 25 14.4 3 4 16.4 3 2
食 5 7 4 0 0 2 1 40
副菜 6～7 4 0 8 5 0 6 000 ＊＊＊
主菜 4～6 3 7 1 4 0 1 6 179
乳製品 2 1.8 1.2 1.9 1.1 0.399










































































　指導後の SV 数は、全体量が平均 16.4 ± 3.2SV（範
囲：8～ 25）、主食は平均 4.2 ± 1.1SV（範囲：0～
7）、副菜は 5.0 SV ± 1.6（範囲：1～ 9）、主菜は 4.0
± 1.6SV（範囲：0～ 9）、乳製品は 1.9 ± 1.1SV（範囲：
0～ 6）、果物は 1.2 ± 0.9SV（範囲：0～ 6）であっ
た。食事指導後に SV 数が有意に増加したのは全体












　18 歳～ 49 歳女性の場合、身体活動Ⅰの食事バラ
ンスガイドのＳＶ値は、16 ＳＶ～ 22 ＳＶに該当す
る。妊娠時はさらに付加量として中期では＋ 3 Ｓ
Ｖ、末期は＋ 5ＳＶとなる。本研究の対象者の妊娠
中期では、食事合計量は 19 ＳＶ～ 25 ＳＶが必要で




以上）はエネルギー 1,869 ± 498 kcal であり、非
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